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 ５月２０日、本年度の通常総会を開催し、平成
２８年度事業、収支報告及び２９年度事業計画、
予算案が審議され全員一致で可決決定されまし
た。併せて役員改選も行われ新役員が決定されま
した。
　また、総会終了後、体育功績者や前年度各種大
会で活躍した選手の表彰も行われました。
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。
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。

　

今
年
は
体
育
協
会
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中
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。
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献
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。

　

体
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ク
ラ
ブ
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り
幅
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ツ
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ら
れ
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と
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お
り
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す
。
体
育
協
会
は
専
門
部
を
中
心
に
更
に
競
技
力
の
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上
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図
り
、
全
国
で
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躍
で
き
る
選
手
の
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を
図
っ
て
ま
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た
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と
思
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ま
す
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一
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後
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目
の
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催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
国
体
に
は
渋
川
か
ら
も
多
く
の
選

手
が
出
場
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
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こ
れ
か
ら
も
日
常
活
動
を
通
じ
て
競
技
力
の
向
上
、
地
域
社

会
体
育
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振
興
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の
健
全
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成
、
そ
し
て
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民
の
健
康
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進
、
明
る
い
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づ
く
り
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貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
変
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

１．活動指針
　（１）地域社会体育の振興  「一市民一スポーツ」
　（２）スポーツを通しての人材育成と仲間づくり
　（３）スポーツによる交流人口の拡大

２．スポーツ振興事業
　（１）競技スポーツの普及拡大
　（２）各種大会の開催及び後援
　（３）指導者の養成及び派遣
　（４）スポーツ少年団の育成
　（５）広報活動の充実

３．競技力向上事業
　（１）選手強化と競技力の向上
　（２）体育功績者及び優秀選手等の表彰
　（３）指導者の資質向上 （研修会等の開催）
　（４）壮行会の開催、視察激励

４．その他事業
　（１）総合型スポーツクラブとの連携
　　　（指導者の養成及び派遣）
　（２）スポーツを通しての社会貢献
　（３）自主財源の確保 （協賛金の募集）
　（４）その他必要な事業
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　１０周年記念式典・祝賀会が平成２８年１０月１５日「ホワイトパーク」において、

来賓・関係者１６０名の方にご参集をいただき盛会に開催されました。この１０年を振

返り、さらに２０周年に向けて大きな飛躍を誓い合いました。

合併から１０年 ・・・ 更なる飛躍を !!
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渋川市体育協会１０周年記念事業表彰受賞者ご芳名

石坂　寛（渋川支部）・飯野和建（渋川支部）・木村吉太郎（渋川支部）

伊藤孝平（渋川支部）・高野純一（渋川支部）・鈴木正彦（渋川支部）

野村克久（小野上支部）・佐藤維悦（小野上支部）・石田丈久 ( 子持支部）	

角田貞夫（赤城支部）・渡辺宗美（北橘支部）・下田　博（北橘支部）

清水靖夫（野球）・渡部文雄（柔道）・清水次雄（スケート）・小野澤七郎（陸上競技）

登坂藤夫（サッカー）・司東丕国（水泳）・須田　猛 ( 銃剣道）・津久井重雄 ( 銃剣道）

宮川義雄（弓道）・野原寛之（少林寺拳法）・山同丈吉（ゲートボール）	

津久井次夫（ゲートボール）・儘田義郎（グラウンド・ゴルフ）・真下英男（グラウンド・ゴルフ）	　

佐藤信夫（インディアカ）・狩野若十郎（マレットゴルフ）・長岡米治（マレットゴルフ）	

山崎由城（スポーツ少年団）	

篠原秀典（ソフトテニス）・福原秀樹（空手道）・今井絢香（空手道）

飛松由衣子（少林寺拳法）・樋口麻緒（少林寺拳法）

			   　　

髙𣘺保行（空手道）・眞下宗司（空手道）・寺島　寿（空手道）・行方晃弘（空手道）

齋藤謙二（水泳）・尾身洋輔（水泳）

	 　

渋川空友館（空手道）	

スケート部・ソフトテニス部・空手道部					    （下線は物故者）

☆ 功労者表彰（３０名）

☆ 最優秀選手特別表彰（５名）

☆ 優秀選手特別表彰（６名）

☆ 優秀団体特別表彰（１団体）

☆ 優秀競技団体特別表彰（３団体）
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年齢が５０歳以上で、渋川市の体育の普及・発展に１５
年以上にわたり寄与し、その功績が顕著で体育の振興
に貢献していると認められる者。

1 佐　藤　維　悦 小野上支部

2 角　田　貞　夫 赤城支部

3 嶋　原　　　博 野　　球

4 髙　橋　宗　彦 陸上競技

5 中　澤　　　武 剣　　道

6 山　中　君　江 バドミントン

7 髙　橋　良　枝 インディアカ

体育功績者表彰

全国規模の大会で八位以内、関東大会で三位以内に入
賞した団体。又は関東大会で新記録を樹立した団体。

1 渋川空友館 空手道

優秀団体表彰

高校生以下で、県大会で優勝した者。又は県大会で新
記録を樹立した者。

1 大　﨑　有　紗 スケート

2 伊　藤　隼　人 スケート

3 大　橋　玲　奈 陸上競技

4 奈　良　愛　華 陸上競技

5 関　　　勇　翔 陸上競技

6 星　野　志　穂 サッカー

7 本　田　優　希 ラグビーフットボール

8 原　　　萌　子 バドミントン

9 原　　　菜那子 バドミントン

ジュニア優秀選手表彰

高校生以下で、県大会で優勝した団体。

1
少林寺拳法
群馬北毛Ａ

少林寺拳法

ジュニア優秀団体表彰

県民体育大会等で、第三位以内に入賞した競技団体。

1 スケート部 優　勝

2 銃剣道部 第三位

優秀競技団体表彰

協賛金のご協力に、特にご尽力をいただいた団体及び
個人

1 空手道部 眞下　宗司

感謝状の贈呈

オリンピック競技、アジア大会、競技別世界選手権大
会(ワールド大会)に出場した者。又は全国大会で優勝、
日本新記録を樹立した者。

1 福　原　秀　樹 空  手  道

2 篠　原　秀　典 ソフトテニス

3 濱　名　　　愛 陸上競技

最優秀選手表彰

全国規模の大会で八位以内、関東大会で三位以内に入
賞した者。又は関東大会で新記録を樹立した者。

1 山　岸　杏　奈 バレーボール

2 平　沼　　　唯 バレーボール

3 岡　部　　　栞 スケート

4 倉　田　康　平 ソフトテニス

5 押　木　竜　之 ソフトテニス

6 飯　野　亜　美 陸上競技

7 行　方　晃　弘 空 手 道

8 今　井　絢　香 空 手 道

9 寺　島　　　寿 空 手 道

10 齋　藤　謙　二 水　　泳

11 尾　身　洋　輔 水　　泳

12 石　田　光　生 陸上競技

13 齊　田　　　薫 陸上競技

14 宮　間　　　格 陸上競技

優秀選手表彰

※スケート部は、８年連続３５回目の優勝

平成26年度

渋川市体育協会 体育功績者等表彰
受賞者ご芳名
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1 久　佐　拓　巳 スケート
2 大　﨑　有　紗 スケート
3 加　藤　　　匠 剣　　道
4 濱　名　　　愛 陸上競技
5 登　坂　健　志 陸上競技
6 奈　良　愛　華 陸上競技
7 星　野　志　穂 サッカー
8 狩　野　政　保 空  手  道
9 眞　下　宗　司 空  手  道
10 髙　𣘺　保　行 空  手  道
11 寺　島　　　寿 空  手  道
12 行　方　晃　弘 空  手  道
13 関　口　翔　太 空  手  道
14 関　口　世　南 空  手  道
15 齋　藤　謙　二 水　　泳
16 尾　身　洋　輔 水　　泳
17 高　橋　久　雄 グラウンド・ゴルフ
18 斉　藤　てる代 グラウンド・ゴルフ
19 山　口　利　子 グラウンド・ゴルフ

全国規模の大会で八位以内、関東大会で三位以内に入
賞した者。又は関東大会で新記録を樹立した者。

優秀選手表彰

体育功績者表彰

1 須　田　和　敏 赤城支部

2 外　丸　　　明 野　　球

3 井　口　てる代 スケート

4 山　崎　紀　一 バドミントン

5 角　田　英　治 空 手 道

1 篠　原　秀　典 ソフトテニス

2 福　原　秀　樹 空  手  道

3 今　井　絢　香 空  手  道

オリンピック競技、アジア大会、競技別世界選手権大
会(ワールド大会)に出場した者。又は全国大会で優勝、
日本新記録を樹立した者。

最優秀選手表彰

1 渋川空友館 空手道

全国規模の大会で八位以内、関東大会で三位以内に入
賞した団体。又は関東大会で新記録を樹立した団体。

優秀団体表彰

1 伊　藤　琢　真 スケート

2 藤　原　明　咲 スケート

3 小野里　佳　悟 スケート

4 狩　野　響　弥 ソフトテニス

5 石　関　航　平 ソフトテニス

6 飯　野　亜　美 陸上競技

7 中　澤　姫　花 陸上競技

8 大　矢　波　音 陸上競技

9 津久井　愛　花 陸上競技

10 岸　　　龍之介 陸上競技

11 有　馬　涼　斗 ラグビーフットボール

高校生以下で、県大会で優勝した者。又は県大会で新
記録を樹立した者。

ジュニア優秀選手表彰

協賛金のご協力に、特にご尽力をいただいた団体及び
個人

1 空手道部 眞　下　宗　司

2 卓 球 部 永　井　正　治

感謝状の贈呈

1 スケート部 優　勝

2 ソフトテニス部 準優勝

3 バスケットボール部 第三位

県民体育大会等で、第三位以内に入賞した競技団体。

優秀競技団体表彰

※スケート部は、９年連続３６回目の優勝

平成27年度

渋川市体育協会 体育功績者等表彰
受賞者ご芳名

年齢が５０歳以上で、渋川市の体育の普及・発展に１５
年以上にわたり寄与し、その功績が顕著で体育の振興
に貢献していると認められる者。
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体育功績者表彰

1 髙　橋　幸　恵 小野上支部

2 中　村　又　二 野　　　球

3 飯　塚　弘　孝 ス　キ　ー

4 関　　　　　聡 ス ケ ー ト

5 箱　田　敬　三 陸 上 競 技

6 今　井　謙　二 バドミントン

7 高　橋　直　樹 体　　　操

8 小　林　タマ江 グラウンド・ゴルフ

9 須　田　丈　夫 マレットゴルフ

オリンピック競技、アジア大会、競技別世界選手権大
会(ワールド大会)に出場した者。又は全国大会で優勝、
日本新記録を樹立した者。

最優秀選手表彰

1 篠　原　秀　典 ソフトテニス

全国規模の大会で八位以内、関東大会で三位以内に入
賞した者。又は関東大会で新記録を樹立した者。

優秀選手表彰

1 茂　木　良　和 ソフトテニス

2 鳰　原　君　尚 ソフトテニス

3 中　野　絵　実 ソフトテニス

4 関　　　勇　翔 陸上競技

5 飯　野　亜　美 陸上競技

6 中　澤　姫　花 陸上競技

7 星　野　志　穂 サッカー

8 狩　野　政　保 空 手 道

9 眞　下　宗　司 空 手 道

10 髙　𣘺　保　行 空 手 道

11 寺　島　　　寿 空 手 道

12 行　方　晃　弘 空 手 道

13 福　原　秀　樹 空 手 道

14 今　井　絢　香 空 手 道

15 狩　野　尚　斗 空 手 道

16 町　田　芳　明 水　　泳

17 藤　本　悠　史 トランポリン

全国規模の大会で八位以内、関東大会で三位以内に入
賞した団体。又は関東大会で新記録を樹立した団体。

優秀団体表彰

1 渋 川 空 友 館 空手道

県民体育大会等で、第三位以内に入賞した競技団体。

優秀競技団体表彰

1 スケート部 優　勝

2 ス キ ー 部 優　勝

3 剣　道　部 第三位

4 ソフトボール部 第三位

高校生以下で、県大会で優勝した者。又は県大会で新
記録を樹立した者。

ジュニア優秀選手表彰

1 根　木　来　瞳 野　球

2 大　﨑　有　紗 スケート

3 須　田　葵　衣 ソフトテニス

4 塩野谷　光　隆 ソフトテニス

5 小　林　大　晟 ソフトテニス

6 角　田　愛　莉 陸上競技

7 石　川　　　茜 陸上競技

8 萩　原　志　道 陸上競技

9 原　田　果　歩 陸上競技

10 田　邊　心　暖 陸上競技

11 奈　良　愛　華 陸上競技

12 飯　田　健　斗 ラグビーフットボール

13 岡　田　拓　海 ラグビーフットボール

14 横　田　峻　亮 ラグビーフットボール

15 渡　邊　完　徒 ラグビーフットボール

16 渡　邊　吾　紋 ラグビーフットボール

17 後　藤　翠　昌 ラグビーフットボール

18 今　井　薫　桃 トランポリン

協賛金のご協力に、特にご尽力をいただいた団体及び
個人

感謝状の贈呈

1 空手道部 眞下　宗司

※スケート部は、10 年連続３７回目の優勝

平成28年度

渋川市体育協会 体育功績者等表彰
受賞者ご芳名

年齢が５０歳以上で、渋川市の体育の普及・発展に１５
年以上にわたり寄与し、その功績が顕著で体育の振興
に貢献していると認められる者。
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　渋川市スポーツ少年団赤城ラビッツは今年で創部

25 周年の小学生バレーボールチームです。

　去る８月５日～６日に行われた「第５３回群馬県ス

ポーツ少年団大会」に於いて赤城ラビッツが優勝しま

した。

　次の目標は１０月に行われる関東大会群馬県予選で

勝ち残り、群馬県代表として関東大会出場を目指しま

す。

　赤城ラビッツでは、ただいま部員を大募集中です。

対象は渋川市及び近接地域の１年生から５年生です。

　赤城スポーツセンターで毎週水曜日と土曜日に練習

しています。体験、入部大歓迎です。練習日に直接来

て下さい。

　昭和３２年から始まった群馬県民体育大会冬季大

会兼都市対抗スケート競技大会も、昨年度５５回目

を開催しました。当初は榛名湖で開催をし、今では

伊香保スケートリンクで行われています。スケート

部は優勝３７回、２位１５回、３位１回の成績を収

め、昨年度１０年連続優勝を達成し、本大会の連続

優勝記録を更新しています。連続優勝をする力の源

として、スケート教室等をとおして、各世代間を超

えて交流を図りながら、スケートを楽しく練習して

います。若い世代は、全国で活躍した先輩方の功績

に追いつこうと必死に練習をし、ベテラン勢は手本になるよう、培ってきた技術を惜しみなく発揮し、日々切

磋琢磨しております。現在でも、各世代それぞれの全国大会に出場し上位入賞を果たすなど、多くの場で活躍

しております。

☆県民大会１０年連続優勝☆

　平成２９年２月１９日（日）丸沼高原スキー場で県民体育大会

冬季大会兼都市親善スキー競技大会が行われました。県内１１市

の１５歳～８０歳代までの約３００人が参加し、年代別に各市対

抗戦形式で競いました。渋川市は、各年代とも健闘し、全て上位

に入りました。得点で見ると、３０歳代が終わったところでは２

位でしたが、大会最後の年代である１５～２９歳以下で２０３点

をたたき出し、合計１０４０点となり、９連覇を狙う高崎市を

１４点差で逆転しての優勝でした。渋川市の「悲願の初優勝」は、

正に参加選手が一丸となって頑張った結果だと思います。

　　　　平成２８年度県民体育大会冬季大会兼都市親善スキー競技大会優勝！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤城ラビッツ県スポ少大会優勝！！

赤城ラビッツ県スポ少大会優勝！！

総合ラップの渋川アオキ選手の滑り
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市民スポーツ祭総合開会式の開催

渋川市体育協会加盟競技団体一覧

平成２９・３０年度 本部役員

編集後記

No. 専門部名 No. 専門部名
1  野　球 16  水　泳

2  柔　道 17  ラグビーフットボール

3  スキー 18  体　操

4  卓　球 19  少林寺拳法

5  バレーボール 20  ゲートボール

6  スケート 21  テニス

7  ソフトテニス 22  ゴルフ

8  剣　道 23  グラウンド・ゴルフ

9  陸上競技 24  インディアカ

10  サッカー 25  マレットゴルフ

11  弓　道 26  トランポリン

12  バスケットボール 27  武術太極拳

13  バドミントン 28  銃剣道　（休部）

14  空手道 29 スポ－ツ少年団

15 ソフトボール

問い合わせ先
渋川市体育協会事務局（企画部スポーツ課）

TEL　０２７９－２２－２２４１

FAX　０２７９－２４－６５４１

渋川市体育協会ホームページ

http://www.shibukawa-taikyou.com/

渋川市体育協会では、皆様方からホームページ上

に掲載する広告を募集いたしております。企業・

個人は問いません。多くの皆様方からのご協力を

お願いいたします。

区分 掲載箇所 金額（年額）

A 　　トップページ ８，０００円

B 　　協賛広告ページ ５，０００円

C 　　同上（個人） １，０００円

トランポリンと武術太極拳が、新しく加盟しました。

　平成２９年４月９日（日）午前９時より赤城総

合運動自然公園体育館にて　『第１２回渋川市民

スポーツ祭総合開会式』が開催されました。当日

は悪天候にもかかわらず、来賓・関係者のご出席

や多くの市民の方の参加のもと、盛大な開会式と

なりました。

　お久し振りで申しわけありません。

前回の発行から年月が経ってしまいました。

　しかし、その分内容が凝縮されたものになったと

思います。（自画自賛？）	

　十周年記念表彰や各年度の功績者等表彰の方々に

敬意を表すとともに、冬季のスケート・スキーの活

躍ぶりに大きな拍手を送りましょう。

・・・・・　広報委員長　　後藤　・・・・・

◆　会　長－水沢　淳　	

◆　副会長－村上　尚 ・松本好司・石田　 正

　　　　　　後藤弘一 ・津久井彦一 ・田中　 力

◆　書　記－林　忠一 ・今井隆雄

◆　会　計－田子博雄 ・外丸　明

◆　監　事－小野好正 ・狩野光芳

☆スケート　平成３０年２月３日（土）

　　　総合スポーツセンター伊香保リンク

☆スキー　平成３０年２月１８日（日）

　　　丸沼高原スキー場

第５６回群馬県民体育大会
（冬季大会日程）


